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ジ

1991年

3／ 7（木） 飯 田 紬 ・水引工 芸見学 会 （飯田）   日本家政 学会被服 材料 1号，P．98
学部会

3／且9（火） M ．Arcu5 女史講演会 （日本女子大学，東京）   日本家政学会国際交流 12号，pl301
委員会

3／28（木）
〜29（金） 雛鐸蠶蹇箆書欝

発表会と
一
般公開講演会 （愛 日本繊維機械学会被服心

理学研究分科会

2 号，P207

4／ 5（金） 目本農学大会平成 3年度 シ ソ ポ ジ ウ ム （東京大学） 日本農学会 2 号， P」 207

4／ 5（金） シ ソ ポ ジ ウ ム 「絹蛋白質の 生産」（日本学術会議講 堂，
東京）

日本学術会議蚕糸学研究
連絡委員会

2 号，P208

4／ 6（土）   日本家 政 学会 関東 支部 講演会 （実践女子 大学，日野） 曲 日本 家政 学会関東支部 1 号， P．97
5／18（土） 第 12 回日本服飾学会大会 （帝国 女子大学

・
短 期 大 学，

守 ロ ）
日本服飾学会 1号 ， P．98

5／25（土 ）
〜26（日）

  日本家政学会第 43 回 大会 （実践女子大学，東京）   日本家政学会 11号， 巻頭

7／ 17（水） 第 6 回 ア ジ ア 地 区 家政 学 会香 港大 会 （香港）   日本家政学会国際交流 且号，P97〜20（土） 委員会

7／29（月）
〜31（木）

第23 回被服材料学夏季 セ ミ ナ ー （浅間温泉 ， 松本）   日本家政学会被服材料
学部会

2号，p．206

7／30（火）
〜8／ 且（木） 鵡簑笋旦鸞灘 葉學弊

学部鑼 会 と鯉 回   日本家政学会被服構成
学部会

2号 ， P，206

9／ 置6（月） Sixth　A5ian　Congrc3s　of 　Nutrition （マ レ ー
シ ア） 10号 ， P．87〜19（木）

10／23（木）
　〜25（金）

第 7 回 ヒ ューマ ソ ・イ ソ タ フ 鵑
一ス ・シ ソ ポ ジ ウム （京

都私学会館）
計測自動制御学会ヒ ュ

ー
マ ソ ・イ ン タ フ ェ

ース 部
2 号，F208

会
且0／30（水）
〜ll／3（日）

ア メ リ カ被服学系大学教授協会年次大会 （サ ン フ ラソ シ

ス コ ）
ACPTC m 号 ， F87

書　　評

　　　　　　 生 涯 発 達 学
一

人間の プ ロ デ ュ

ー
サ

ーとして の 個人一

　　　 R ．M ．ラ
ー

ナ
ー

，

N ．A ．ブ ッ シ ゴ ロ ス ナ ーガ ル 編

　　　　　上 田礼子 訳

岩崎学 術 出版社 ， 6，　180円， 且990年 4月発行

　訳者は ， 人間発達 （耳 uman 　Developrnent） とい

う言葉に ，1950年代の 後半， ア メ リカ で ふ れ て い る

が ， そ の書 葉 には 子 ども時代ばか りで な く大人の 時

代 の 発達も含 まれ て お り，最近で は 生 涯発達 とい う

言葉も生 まれ て い る。

　本書 は，個人が 自己 の 発達を生み 出す者で あ る と

い う見解 の もつ 概念的 ・方法論的 ・
経験的 な 意味を

探 る こ とを求め て編纂 （全 9章，398頁）さ れて い

る．一つ の 理論的観点の もとで ま とめ て い るの で は

（201）

な く，心 理 学者，精神科医 ， ソーシ ャ ル ・ワーカ ー

な ど，発達 の 専門家 に よ る 9 つ の 論文か ら構成 さ れ

て い る学際的な書物で もある．

　個体 と環境 との 関係を ど の よ うな 視座 か ら と ら え

るか とい うこ とに 関 して は ，発達学者の 間で 種 々 の

異なっ た 見解が あ る．本書で は ， 生涯を通 して 可塑

性や 適応性に 富む人間 の 発達を見す え て ， 文脈的一

相互 的 （contextual
−interactional） パ ラ ダ イム を 提

供 して い る．すなわ ち ， 個人 と環境との相互作用に

よ っ て 発達が営まれ る と し て も， そ れ は単 rc， 母 子

相 互 作用，親子 相互 作用，家 族 との 相互 作用 とい う

だ けで なく， 家族の 外 に あ る ソ ーシ ＋ ル ネ ジ ト 。ワ

ー
ク，物理的環境 ， 歴 史 ・文化的背景な どを含 め，

よ り広範 な環境 と個 体 との 持続的相互作用 に よ っ て

い る と考え られ て い る．発達を とらえる さい に 多 く

の 変数を重視す る必要 の ある こ とが理解 で きる．ま

た ， 生物学的存在で ある と同時に 社会的存在で もあ

る個体として の人 間発達が，人生の各時期に お い て，
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個人本人 の 積極的な寄与 に よ っ て な りた っ て い る こ

とが全論文を通 し て 認 め られ る．老年期 に お い て も，
また 然 りで あ る．

　　　 楽 しくで き る

被服教材 ・教具の 活用研究

　　　　　　　 日下部信幸 編著

　　 家政教育社 ， 2，575円，且990 年 且2 月発行

　著者は 科学技術の 進歩 した現在 の 社会 に 生 き る 子

供 た ちに と っ て，生活 に 密着 した 身近な現象を 理解
し， 実 生活tc応用で き る よ うな基本的能力を伸ばす

家庭科教青が必要で ある と主張して い る．
　そ の た め に は ，従来 の 家庭 科教育 の 被服 分野 の 手

法で は 十 分 とは い えず，身 の 回 りに あ る素材 を 教材
とし て 活用 し，児童生徒 が 自分自身の 手で もの 造 り

を体験で きる よ うな指導法 に よ っ て 興味 を喚起 して

い こ う と して い る．
　「言 うは 易 し，行 うは 難 し，」 とい うが ， こ の 本 で

は 表 題 の よ うに どの よ うに 行 えば よい か を 中心 に，
次 の 4 章 tc分けて 組み 立 て られ て い る．4 章 の 内 容

は ， 次 の とお りで あ る．
　第 正章　布の 成 り立ちと布 の 繊維を調 べ る教材

・

数具 の 活用

　第 2章　繊維か ら糸
・
布

・作品へ の 一貫性教材 ・

食品 ハ イ ドロ コ ロ イ ドの 科学

西成勝好，矢野唆正 著

1990年 10月発行

　食品 ハ イ ド 卩 コ 卩 イ ドとは ，蛋白質 や 多糖類など

の 高分子物質の こ とで あ る．こ れ らの 物質は 食品 の

調理 ， 加工 あ るい は製造 に お い て ， そ れ 自体が食品

の 主 成分 と し て 役割 を 果た す場 合 と，少量の 添加 で

食品 の 口 あた り，歯 ごた え，舌 ざわ りを 改 良 す る テ

ク ス チ ャ
ー・モ デ ィ フ ァ イ ヤ ーと して の 機能を示す

場合 とがあ る．こ れ らの 多糖類 や 蛋白質 の 研究 は き

わ め て 多い が
， それ らの 大部分 は 対象 と な る高分 子

ご とに バ ラ バ ラ に お こ なわ れ て い るの が現状で あ る．

そ れ を食品ハイ ドロ コ ロ イ ドと し て統一的 に とらえ

る こ と に よ り， 別 々 の コ 卩 イ ド物質に携わ る研究者

間 の 情報交換 は 有効 に な され る し，基礎
・応用両面

で の 発展 が 期待 され る と，編者は その 序 に お い て 指

摘 して い る．こ れ が 本書を貫 く考 え方で あ り， ま こ

とに 当 を得た もの と共感す る．

　本書は こ の よ うな 線 に 沿 っ て構 成 さ れ，1．
イ ド化学 と食品 ， 2．ハ イ ド ロ ゲ ル と水，お よ び 3．

水溶性高分子溶液 の 物性 とい うよ うな 基礎的 な部分
の 次に

，
4．ゲ ル 状態 ， 5．含 泡 状 態．6．エ マ ル ジ

ョ ン 状態，お よび 7． コ 卩 イ ド分散系の 安定性 に つ

い て 解説 し
，

ハ イ ドロ コ ロ イ ドが食品 を 形成す る際

の 基本的 な状態を統一的に まとめ て い る．そして ，

個 々 の 食品ハイ ド ロ コ ロ イ ドに 固有な 特性 を，8．

微生物多椿類，9．植物多糖類，且0．海藻 多 糖類，
11．澱粉，且3．植物蛋 白質 ， 14．畜肉蛋 白質 ，

15．

魚肉蛋 白質 ， la 卵白蛋白質，お よ び 且7．乳蛋白

100

　人間発達に 興味 ・関心 を も っ て い る 者 に と っ て，
得 られ る 示唆は 大ぎい ．

　　　　　　　　 （大妻女子大学　千羽喜代子）

教具の 開発 と活用

　第 3 章 布 の 性 能を 調べ る 実験教具 の 開発 と活用

　第 4章　石けん作りと石け ん の 作用 を 調 ぺ る 教
材 ・教具 の 開発と活用

　各章 は，前述の 著者の 考 え 方を実行して い く上で

必要 と な る ，試料や 材料の 入 手法，実験装置 の 作 り

方，指導法 な どを 図 や 写真を 多 く使 っ て 具 体的 に 詳

し く説明し てある．著者の 永年に わ た る創意工 夫と

研 究 に 基づ い て 考 案 し た教 材 ・教 具の 開 発 と活 用 法
の 部分 で あ る．
　 また ，現場 の 教師が こ れ らの 教材 ・教具を使 っ て

小，中，高校，短期大学で 実践 した 結果を各章末 に

実践研 究 と し て 載せ て あ る．こ の 中に は，学 習 指導

計画，教材 ・教具の 作成の 実際，児童生徒 の 反応，
教師側か らみ た成果と今後の 課題などが書か れ て い

て 参考 に な る．
　家庭科教育や 生活科学の 内容が 見直され，男女共

修が始め られ て い る現在，戦育の 現場 にい て教材や

教 具，指導法 に 頭 を 悩 ませ て い る人，教職 を志望 し

て い る学生 に は
一読 を す す め た い ．ま た ， 大学短大

の 被服関係 の 教師 に も小，中，高校の 家庭科教育を

考え る 上 で 参考に な るで あ ろ う．
　　　　　　　　 （実 践 女 子 大学 　城 島栄

一
郎）

質とし て具体的に解説し ， さ らに これ らの多糖類や

蛋白質と食品工 業との 関係を 12お よ び 18 の 二 章 で

説明 し て い る．ハイ ドロ コ ロ イ ドが食品の 特性 に対

し て最 も大きく寄与す る の は テ クス チ ャ
ー

で あ る こ

とか ら，19．調 理 や 感覚特性 に つ い て も2 つ の 章 を

設け て い る．そ して 最後 の 21 お よび 22章 で は，
イ ドロ コ ロ イ ドの 生理機能 お よび 添加物 と して の 安

全 性 と 規 格 に つ い て 触 れ て い る．
　現実の 食生活 で は ， 液状食品や ビス ケ ッ ト， せ ん

べ い な ど
一

部の 固 形食品 を 除くほ とん どの 食品 は ゲ

ル 状 態 で 供 され る．こ の よ うな実状を 承 知 の 上，編

者 は，本書 を読 め ば、食品ハイ ド卩 コ ロ イ ド科学 は

い まだ 確立 した もの で ない こ とが わ か るで あ ろ う．
古 くか ら研究 され て きた 典型的 な状態 と して の ゲ ル

状態， 含泡状態 ，
エ マ ル ジ ョ γ 状態に お い て ， まだ

わ か ら ない こ とが非常 に多 い ，と述ぺ て い る．こ の

よ うな客観的な編集方針 こ そ，本書が 本格的な専門

書で あ る こ との 最 も大きな 証 しで あ り筆者が本 書を

推薦す る 大 きな理 由の
一

つ で もあ る．
　異種 コ ロ イ ド研究の 間を つ な ぐ本 書の 役割 に ふ さ

わ し く，各章 の 執筆者が 第
一

級 の 研究者で あ る こ と，
各 章 ご と に 引用 文献 が 完 備 し て い る こ とは 本 書 の 価

値をい っ そ う高 い もの に し て い る．た だ，食品 に 対

するハイ F ロ コ ロ イ ドの 主 た る役割 は ，テ ク ス チ ャ

ーとい う嗜好 特性 に あ る こ とを各 所 で 指摘 しな が ら ，

本書の 中で それ に対応す る個所 は少ない ．こ れ は編
集を責め る よ りは，こ の 分野の 研究の 現実を 端的 に

示すもの として 受けとめ られ るぺ きこ とで あ ろ う．
家 政 学 の 立 場 か ら，近 来 に な い 優れ た 成 書 と して 本

書を推薦す る次第で あ る．
　　　　　　　　　 （大 妻女子大学　青木　宏）

（202 ）
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